私の意見（中海・宍道湖圏の観光）
◯　古くて新しいこのテーマ。山陰で随一の魅力ある圏域であるにもかかわらず、一体的な観光情報の提供や観光振興が遅れている。観光客はみんな困っているか、残念ながら最初から行政のことは当てにしていない（県境がどこにあるか、松江や米子が島根県か鳥取県かを知っている人は少ない）
◯　行政（公務員）は、顧客サービスという観点から見ると、それぞれの県の立場にこだわりすぎていて、とても顧客である観光客の立場に立って何かを考えているとは思えない（民間のガイドブックの方が実際頼りになる）
◯　そもそもこの圏域の観光振興にとって、県境は邪魔なものであり、両県にそれぞれ観光振興課があることさえ不合理と感じられるのに、それぞれが県という存在にとらわれすぎている。例えば、未だにこの圏域を一つにした観光マップの作成や観光ルートの開発は不十分であり、また大々的に普及・宣伝されてもいない（少しずつやられてきてはいるが、観光客の立場に立って積極的に展開されているとはとてもいえない。その証左に、両県のホームページにはそのたぐいの情報はなく、観光客は二つのホームページを見ながら、情報をつなぎ合わせないといけない状態。また、米子、松江の観光案内所でも、わざわざ聞かないとこの問題には触れてくれない）
◯　そもそも、日本海側の観光客や人の動きから言うと、鳥取・倉吉、中海・宍道湖、石見といった圏域のくくりになるのではないか？少なくとも、１０年前の地方拠点都市地域の構想はそういう発想だったのでは？（前市長は、県の出雲空港利用促進という動きがある中でも、松江と米子空港とのアクセス整備に力を入れられた）
◯　皮肉なことに、１０年が経過した今、市町村合併の進展によってこの考え方がようやく見直されつつある
◯　その証左に、先般の美保関における「あご掬いサミット」は、１０年前は細々とやっていたが、今年は従来にない大盛況だった

◯　しかし、まだ行政の姿勢は十分とはいえず、それを反映してか、民間事業者（特に公共交通機関）の連携も不十分で、観光客には著しい不便を生じさせており、これではリピーターやファンはなかなか増えない
◯　そこで、またまた誰も知らない「乗り放題手形」の話。さらに、この圏域をまたがる共通入場券のようなものもない不親切さ
◯　観光振興に携わる人たちは、顧客サービスという精神に徹して一度考え直してみるべき。観光客の目線で考えるためには、休みの日に観光客になったつもりで自家用車を使わずに公共交通機関を使って観光スポットを歩いてみればよい（不便な点、不親切な点が実感できるし、お互いの観光スポットも勉強出来る）
◯　「社寺縁座の会」の「出雲国神仏霊場２０社寺」の試みは、私の提起するこれらの問題を考えるのにとてもいいテーマを与えてくれた
◯　これらの２０社寺は、中海・宍道湖圏域にあるいずれもすばらしい観光スポットであり、また由緒ある有名な社寺である

◯　観光を兼ねて、公共交通機関でこれらを巡礼するとすれば、どこかに拠点を構えて２泊３日するか、ゆっくりと回るつもりで２，３回リピートしてくることになる。その時に、観光客が感じるであろう不便、不満を解決すれば、中海・宍道湖圏の観光振興の問題点の多くは解決出来るだろう
